
GPA制度を活用した学修指導 

 

本学では、学修上の課題を抱えた学生を早期に把握し、教員からの助言・指導を行うことに

よって学修意欲の向上ならびに学修活動の改善をはかることを目的として、次のとおりGPAお

よび修得単位数の基準を用いた個別学修指導を行っています。 

 

GPAを用いた学修指導の実施 

・学期GPAが 1.0未満であった学生に対し、クラス担任が学修指導を実施する。 

・学期GPAが連続して1.0未満であった学生に対し、学科長または学科長が指名する教員と

クラス担任が学修指導を実施する。 

・学期GPAが 3回連続して1.0未満であった学生に対しては、原則として学生本人・保証人

と学科長または学科長が指名する教員とクラス担任による面談を実施し、進路変更（退学

を含む）するか学修を継続するか本人が選択する。 

 

修得単位数を用いた学修指導の実施 

・当該年次における修得単位数の合計が標準単位数の8割以下であった学生に対し、クラス

担任が学修指導を実施する。 

・当該年次における修得単位数の合計が連続して標準単位数の8割以下であった学生に対

し、クラス担任が継続的に学修指導を実施する。 


